
14-6 カムイユカㇻ 

「オキクㇽミ シㇼカㇷ゚（トゥスナパヌ）」 

オキクㇽミとかじきまぐろ 

 

 

語り：鍋澤ねぷき 

 

サケヘ Ｖ＝トゥスナパヌ 

         tusunapanu 

 

Ｖ オキクㇽミ[1] オキクㇽミと 

Ｖ Okikurmi 

 

Ⅴ サマユンクㇽ[2] サマユンクㇽが 

Ⅴ Samayunkur 

 

Ⅴ ウトゥラ ヒネ 一緒に 

Ⅴ utura hine  

 

Ⅴ レパ クス アㇻキ 沖にカジキマグロ漁のために来て 

Ⅴ repa kusu arki  

 

Ⅴ エトコホ タ その先で 

Ⅴ etokoho ta  

 

Ⅴ カンペ クㇽカ （私は）波の上に 

Ⅴ kanpe kurka  

 

Ⅴ チョシプス 浮かび上がった 

Ⅴ c=osipusu 

 

Ⅴ アㇻキ ヒネ （ふたりが）来て 

Ⅴ arki hine  



Ⅴ ホㇱキノポ まず 

Ⅴ hoskinopo  

 

Ⅴ サマユンクㇽ サマユンクㇽが 

Ⅴ Samayunkur 

 

Ⅴ イシㇼコオッケ 私に銛を 

Ⅴ i=sirkootke 

 

Ⅴ キ ㇷ゚ ネ コㇿカ 刺したものだが 

Ⅴ ki p ne korka 

 

Ⅴ アヌ フミ カ 私は（サマユンクㇽの招待の言葉を）聞きも 

Ⅴ a=nu humi ka     

 

Ⅴ オアリサㇺ ノ 全く せずに 

Ⅴ oar isam no 

 

Ⅴ トゥ アトゥイ ペンルㇽ 二つの海の縁を 

Ⅴ tu atuy penrur 

 

Ⅴ チェキラ 引き連れて逃げて 

Ⅴ c=ekira  

 

Ⅴ トゥㇱ サㇻケㇱ タ 綱の端に 

Ⅴ tus sarkes ta  

 

Ⅴ コㇺケ コㇺケ 身体を曲げ曲げして 

Ⅴ komke komke 

 

Ⅴ キ ㇷ゚ ネ コㇿカ いたけれど 

Ⅴ ki p ne korka 

 

Ⅴ チヌ イ カ イサㇺ ノ （サマユンクㇽの言葉を）聞き入れもしないで 

Ⅴ ci=nu h_i ka isam no     

 



トゥ アトゥイ ペンルㇽ 二つの海の縁を 

tu atuy penrur 

 

Ⅴ チェキラ 引き連れて逃げ回った 

Ⅴ c=ekira  

  

Ⅴ キ ロㇰ アイネ あげく 

Ⅴ ki rok ayne 

 

Ⅴ タネ アナㇰネ 今は 

Ⅴ tane anakne 

 

Ⅴ サマユンクㇽ サマユンクㇽが 

Ⅴ Samayunkur 

 

Ⅴ シンキ イポㇿ 疲れた顔つきで 

Ⅴ sinki ipor 

 

Ⅴ エイポットゥㇺマ その顔つきからして 

Ⅴ eypottumma 

 

Ⅴ シンナ カネ 以前と違っていて 

Ⅴ sinna kane 

 

Ⅴ キ ロㇰ アイネ さんざん疲れたあげく 

Ⅴ ki rok ayne 

 

Ⅴ チポ…… チㇷ゚ ウㇷ゚ソッ タ 舟の懐に 

Ｖ cipo... cip upsor_ ta 

 

Ⅴ ヤイラメコモ 倒れた。 

Ⅴ yayramekomo  

 

オロワノ それから 

orowano 

 



Ⅴ オキクㇽミ 今度はオキクㇽミが 

Ⅴ Okikurmi 

 

Ⅴ イシㇼコオッケ 再び、私を銛で突いて 

Ⅴ i=sirkootke 

 

Ⅴ キ ㇷ゚ ネ コㇿカ そうしたけれど 

Ⅴ ki p ne korka 

 

アヌ フミ カ イサㇺノ スイ  私は再び知らんぷりをして 

a=nu humi ka isamno suy 

 

トゥ アトゥイ ペンルㇽ 二つの海の縁を 

tu atuy penrur 

 

Ⅴ チェキラ 連れて逃げ回って 

Ⅴ c=ekira 

 

Ⅴ ネイ タ パㇰノ どこまでも 

Ⅴ ney ta pakno 

 

Ⅴ オキクㇽミ オキクㇽミが 

Ⅴ Okikurmi 

 

Ⅴ ペウレ フㇺセ 若い 掛け声を 

Ⅴ pewre humse 

 

Ⅴ エヤイオフㇺセ 自分に掛け声をかけて 

Ⅴ eyay’ohumse 

 

Ⅴ ウシヒタラ 掛けながら 

Ⅴ usihitara 

 

Ⅴ トゥㇱ サㇻケㇱ タ 綱尻に 

Ⅴ tus sarkes ta 

 



Ⅴ コㇺケ コㇺケ 身体を曲げ曲げして 

Ⅴ komke komke 

 

Ⅴ キ ㇷ゚ ネ コㇿカ そうしたものだけれど 

Ⅴ ki p ne korka 

 

Ⅴ トゥ アトゥイ ペンルㇽ 二つの海の縁を 

Ⅴ tu atuy penrur 

 

Ⅴ チェキラ 私は逃げ回って 

Ⅴ c=ekira 

 

Ⅴ キ ロㇰ アイネ あげく  

Ⅴ ki rok ayne 

 

Ⅴ オキクㇽミ カ タネ オキクㇽミも今はもう 

Ⅴ Okikurmi ka tane 

 

シンキ イポㇿ 疲れた顔つきで 

sinki ipor 

 

Ⅴ エイポットゥㇺ マ その顔つきからして 

Ⅴ eypottom w_a 

 

Ⅴ シンナ カネ すっかり変わっていて 

Ⅴ sinna kane 

 

Ⅴ テㇰ トゥイポキ 手の下側と 

Ⅴ tek toypoki 

 

Ⅴ テㇰ トゥイカシ 手の上側に 

Ⅴ tek tuykasi 

 

Ⅴ トゥ ケㇺ ポッピセ 二つの（たくさんの）血豆が 

Ⅴ tu kem poppise 

 



Ⅴ エラチッケ ぶら下がり 

Ⅴ eracitke 

 

Ⅴ キ ワ ネ コㇿ そうしながら 

Ｖ ki wa ne kor 

 

Ⅴ エネ イタキ 言う事には 

Ⅴ ene itak h_i 

 

Ⅴ タン ウェン シㇼカㇷ゚ 「この悪いカジキマグロめ 

Ⅴ tan wen sirkap 

 

Ⅴ シルンウェイ シㇼカㇷ゚ 本当に悪いカジキマグロめ 

Ⅴ sirun-wen_ sirkap 

 

Ⅴ エヤイオッシウェン 気が進まずに 

Ⅴ eyayossiwen 

 

シンネ ヤクン いるのなら 

sinne yakun 

 

トゥサトゥイェ クス ネ ナ 私は綱を切るのですよ 

tus a=tuye kusu ne na 

 

Ⅴ タン テ ワノ これから 

Ｖ tan te wano 

 

Ⅴ エアㇻパ アイネ お前が行ったら 

Ⅴ e=arpa ayne 

 

Ｖ キテ アナㇰネ 銛先は 

Ⅴ kite anakne 

 

Ⅴ ポネ ネ クス 骨でできているので 

Ⅴ pone ne kusu 

 



Ⅴ キテ ノッ アナㇰ 銛の刃は 

Ⅴ kite not anak 

 

Ⅴ カネ ネ クス 鉄でできているので 

Ⅴ kane ne kusu 

 

Ⅴ エオッシケ ウン お前の腹の中に 

Ⅴ e=ossike un 

 

Ⅴ ポネ ケウレ フㇺ 骨を削る音 

Ⅴ pone kewre hum 

 

Ⅴ カネ キッキクㇺ 鉄を打つ音 

Ⅴ kane kikkik h_um 

 

Ⅴ ウオプㇰ カネ 入り混じって 

Ⅴ uopuk kane 

 

Ⅴ オパナㇰネ 槍（の柄）は 

Ⅴ op anakne 

 

Ⅴ シウリ ネ クス シウリの木でできているので 

Ⅴ siwri ne kusu 

 

Ⅴ エアㇻケヘ ワ お前の体の片側から 

Ⅴ e=arkehe wa 

 

Ⅴ シウリ タイ ヘトゥク シウリの林が生い茂り 

Ⅴ siwri tay hetuku         

 

トゥㇱ アナㇰネ 綱は 

tus anakne 

 

Ⅴ ハイ ネ クス イラクサでできているので 

Ⅴ hay ne kusu 

 



Ⅴ エアㇻケヘ ワ お前の体の片側から 

Ⅴ e=arkehe wa 

 

Ⅴ ハイ サレトゥク イラクサの原が生い茂り 

Ⅴ hay sar h_etuku 

 

Ⅴ エアㇻパ ポカ お前がやっと行くことも 

Ⅴ e=arpa poka 

 

Ⅴ コヤイクㇱ アイネ できなくて 

Ⅴ koyaykus ayne 

 

Ⅴ エエカリ お前に向かって 

Ⅴ e=ekari 

 

Ⅴ エウン セセㇰ レラ 熱い風が 

Ⅴ eun sesek rera  

 

Ⅴ ポㇷ゚ケ レラ 暖かい風が 

Ⅴ popke rera 

 

Ⅴ エㇰ ワ ネ ヤクン 吹いて来たら 

Ⅴ ek wa ne yakun 

 

Ⅴ エエサンペヘ お前の肝は 

Ⅴ e=esanpehe 

 

Ⅴ サッナタラ からからになり 

Ⅴ satnatara 

 

Ⅴ エアㇻパ ポカ 進むことも 

Ⅴ e=arpa poka 

 

Ⅴ ニウケㇱ アイネ できないでいるうち 

Ⅴ niwkes ayne 

 



Ⅴ シシㇼムカ[3] 沙流川の 

Ⅴ Sisirmuka 

 

Ⅴ サノプトゥフ 河口近くに 

Ⅴ sanoputuhu 

 

Ⅴ エオヤン ヤクン 岸に上がったら 

Ⅴ e=oyan yakun 

 

Ⅴ ウサ ウェイ セタ いろいろ悪い犬や 

Ⅴ usa wen_ seta 

 

Ⅴ ウサ チロンヌㇷ゚ いろいろな狐や 

Ⅴ usa cironnup 

 

Ⅴ ウサ ウェン チカㇷ゚ いろいろな鳥が 

Ⅴ usa wen cikap 

 

Ⅴ ウェンノ ウェンノ ぞんざいに、 

Ⅴ wenno wenno 

 

Ⅴ エトㇰパトㇰパ お前を突っついて突っついて 

Ⅴ e=tokpatokpa 

 

Ⅴ エリㇱパリㇱパ お前をむしってむしって 

Ⅴ e=risparispa 

 

Ⅴ エカ ウノクイマ お前にウンコやら 

Ⅴ e=ka un okuyma 

 

Ⅴ エカ ウノソマ おしっこやらをかけられて 

Ⅴ e=ka un osoma 

 

Ⅴ ネ ワ アンペ それで 

Ⅴ ne wa anpe 

 



Ⅴ  

Ⅴ  

 

（ここから散文語りになる） 

 

エエヤイカムイネレ ナ 立派な神になるであろうよ 

e=eyaykamuynere na 

 

ホクレ アㇻパ セコㇿ ハウェアン コㇿ さっさと行け」と言いながら  

hokure arpa sekor hawean kor 

 

オキクㇽミ と、オキクㇽミが言って 

Okikurmi 

 

トゥㇱ トゥイェ ヒケ 綱を切ったけれど、 

tus tuye hike  

 

（ここから韻文語りに戻る） 

 

アイヌ イタㇰ （たかが）人間の言葉 

aynu itak 

 

Ⅴ ネ ワ オカイペ であるものを（と） 

Ⅴ ne wa okay pe 

 

Ⅴ ヤイヌアン クス 思ったので 

Ⅴ yaynu=an kusu 

 

Ⅴ ラウケミナ 含み笑いをして 

Ⅴ rawkemina 

 

Ⅴ アウウェスイェ 面白がって 

Ⅴ a=uesuye 

 

Ⅴ アㇻパアン アワ ずうーっと行ったところ 

Ⅴ arpa=an awa 



 

Ⅴ ソンノ ポカ 本当に 

Ⅴ sonno poka 

 

Ⅴ アㇻパアン アイネ 進んで行くうちに 

Ⅴ arpa=an ayne 

  

Ⅴ アオッシケ ウン 腹の中で 

Ⅴ a=ossike un 

 

Ⅴ ポネ ケウレ フㇺ 骨を削る音がして 

Ⅴ pone kewre hum 

 

Ⅴ カネ キッキㇰ フㇺ ウウォプㇰ カネ  鉄を打つ音がして入り混じり 

Ⅴ kane kikkik hum uopuk kane 

 

アアㇻケヘ ワ 私の半分から 

a=arkehe wa 

 

Ⅴ ハイ サレトゥク イラクサが生い茂り 

Ⅴ hay sar h_etuku 

 

Ⅴ アアㇻケヘ ワ もう半分から 

Ⅴ a=arkehe 

 

Ⅴ シウリ タイ ヘトゥク シウリの林が生えて 

Ⅴ siwri tay hetuku 

 

Ⅴ アㇻパ ポカ 行くことも 

Ⅴ arpa poka 

 

Ⅴ アエアイカㇷ゚ アイネ できなくて 

Ⅴ a=eaykap ayne 

 

Ⅴ  

Ⅴ  



 

（ここから散文語りになる） 

 

ソンノ ポカ シシㇼムカ  本当にも、沙流川の 

sonno oka Sisirmuka 

 

サノプトゥ タ ヤナン 河口に上陸した 

sanoputu ta yan=an 

 

ル ネ アクス すると 

ru ne akusu 

 

ウサ ウェン チカㇷ゚ いろいろ悪い鳥や 

usa wen cikap 

 

ウサ チロンヌㇷ゚ いろいろな狐や 

usa cironnup 

 

ウサ ウェイ セタ いろいろ悪い犬が 

usa wen_ seta 

 

アㇻキ ワ 来て 

arki wa 

 

ウェンノ ウェンノ ぞんざいに 

wenno wenno 

 

イリㇱパリㇱパ 私をむしってむしって 

i=risparispa 

 

イトㇰパトㇰパ 私を突っついて突っついて 

i=tokpatokpa 

 

アイネ イカ ウノソマ あげく、私にウンコをかけ 

ayne i=ka un osoma 

 



イカ ウノクイマ オシッコをかけ 

i=ka un okuyma 

 

トイコムニンアン オアシ シンネ ナ すっかり腐ってしまう様子です。 

toykomunin=an oasi sinne na 

 

タネ オカ シㇼカㇷ゚ だから今いるカジキマグロよ 

tane oka sirkap 

 

イテキ ヤイェオッシウェン ヤン 根性が悪くてはいけませんよ[4] 

iteki yayeossiwen yan  

 

セコㇿ と、 

sekor 

 

シリカㇷ゚ ハウェアナウ カジキマグロが言ったのを 

sirkap hawean h_aw 

 

フンナ ヌ ハウェ 誰が聞いたんだろうね 

hunna nu hawe 

 

 

【注】 

[1] オキクㇽミ Okikurmi は「伝説の主人公。 Samayunkur サマユンクㇽ と対で語られる

ことが多い」（『沙流方言辞典』P462）。  

[2] サマユンクㇽ Samayunkur は「伝説の主人公。 Okikurmi オキクㇽミ と対になって、

たいてい悪い役回りで登場する」（『沙流方言辞典』P602）  

[3] シシㇼムカ Sisirmuka は沙流川のこと。主に韻文の物語中で使われる言い方。 

[4] 「根性を悪くする」とは、具体的には、人間に捕られるのを嫌がるということ。 


